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実施されるととになった。当時の学童が書写した『千字文.!I (1 1 )や『開蒙要訓.!I (12)はもちろん、官
学で講授された『毛詩.!I (13)、 『尚書.!I (14)、 『礼記.!I (15】、および r論語集解.!I (1 6】などの儒家の
経典類もみなその残本が保存されているが、そのなかでももっとも注目されるのは、景龍四(七-
0)年に卜天書が書写した『論語鄭氏注』【 17)である。この文書は吐魯番県博物館に陳列されている






















































壊され 、唐西州の歴史も 終 り を 告 げ た の で あ る 。 (終)
【訳注】
( 1 ) 武敏「従出土文書看古代高昌地区的蚕綜与紡織J (Ii'新彊社会科学』一九八七年第五期)、
参照。なお「西涼建初十四(四一八)年二月昼盈盟賃輩桑券J (63TAM1:16 <録) Ii'文書』
I、一七頁)などから判断して、紡織技術の伝播は高昌郡時代(五世紀前期)まで遡らせて考
えてもよかろう。
( 2 ) r丘慈錦」の初出は、 「丞呈五(五O六?)年正月道人益室弟盟主Z畢錦券J (75TKM88: 1 (b) 
〈録) Ii'文書.!I 1、一八一頁)、 「丞主八(五O九?)年九月童謡達買蝉券J (75TKM99: 6 (a) 
〈録) Ii'文書.!I 1、一八七頁)などである。なお承平なる元号の西暦への比定については、白
須浄農 rIi'吐魯番出土文書 第一冊』ーその紹介と紀年の考察ー J (Ii'書論』第一八号、一九
八一年)にしたがった。
( 3 ) r疏勅錦」の初出は、 「亘量年次未詳(六世紀初頭?)主簿蓋蓋等倖供帳J (75TKM90:20 
(a) <録) Ii'文書.!I I、一八頁)である。
( 4 ) r鉢斯錦Jの初出は、 「童皇年次未詳(六世紀初頭?)早昼等買鏑石等物残帳J (75TKM90: 
29/1 <録) Ii'文書.!I I、二四頁)である。




( 6 ) 主要な出土品については、新彊維吾爾自治区博物館・出土文物展覧工作組編『赫綱之路一漢
唐織物ー.!I (北京 文物出版社、一九七二年)に収録されている。また概要については、佐藤
武敏『中国古代絹織物史研究』下巻(風間書房、一九七八年)、参照。
( 7 ) r絹馬交易」については、松田書男「絹馬交易覚書」、 「絹馬交易に関する史料J (ともに
『松白書男著作集』第二巻・遊牧民の歴史 六興出版、一九八六年、所収)、参照。
( 8 ) 西州の官衝が突厭(突騎施)から馬匹を購入していたととは、 「皇年次未詳(八世紀前期
? )語語人盟箆tJ代書室監盈首領乏率達王収領馬債抄J (72TAM188:87(a) <録) Ii'文書』四、
八七頁)などからわかる(当該文書については、闘尾「トゥルファン出土高自国税制関係文書








(10) 73TAM509:8・10 <録) Ii'文書』区、四八頁以下
(11) r Ii'千字文』習字残巻J (72TAM151:68，70，69 <録) Ii'文書.!IIV、二O八頁以下)、 「皇
『千字文』習書J (60TAM322: 7/6-2，1 <録) Ii'文書』羽、二0八頁以下)、 「昼寝『千字文』
残巻J (73TAM222:55(a) <録) Ii'文書』四、一六八頁以下)、 「星『千字文』習字J ( 72TAM2 
16:012/10 <録) Ii'文書.!IVIT、四八三頁)
( 12) r星罵本『開蒙要訓』残巻J (66TAM67:3 <録) Ii'文書』四、三O九頁以下)
-4 (426)ー
( 13) r蓋塁(五一0--五三O年?)罵本『毛詩鄭筆』残巻J (73TAM524:33/4-1，33/2，33/1-2，33 




書写断片」と題された文書がある(大谷三三二六 〈写) Ii'文書集成.n I、図版八三 〈録〉
問、七七頁)。
( 14) r昼寝『尚書』孔氏停『再貢.n Ii'甘誓』残巻J ( 72TAM179: 16/1 (b) --16/7 (b) (録) Ii'文
書.nvr、一二二頁以下)
( 15) r昼寝『謹記』竪氏注『檀弓』下残巻J (73TAM222:54/1 {b)--54/12 (b) (録) Ii'文書』四、
一五八頁以下)
( 16) r古罵本『論語集解』残巻J(67TAM67:14/1{a)--14/4{a) (録) Ii'文書』四、三O四頁
以下)
( 17) r皇塁童四(七一0)年三月上孟童抄孔氏本車氏注『論語.nJ (67TAM363:8-1{a) (録〉
『文書』四、五三三頁以下) なおこのほかにも鄭氏注の『論語』は、①「星第本竪氏注『論
語』公益長篇J (64TAM19:32{a)，54{a)，55{a)，33，56，57，34，58，59 (録) Ii'文書』羽、五三九
頁以下)、②「昼寝本『論語』墾氏注『薙也.n Ii'述而』篇残巻J (72TAM184:12/1 {b)--12/6 
(b) (録) Ii'文書』祖、二九七頁以下)、③「昼量豊二(七0八)年罵本『論語』豊氏注『薙
也.n Ii'述而.n Ii'泰伯.n Ii'子宰.n Ii'郷糞』残巻J (64TAM27: 23 (a) ，24 (a) ，25 (a) 26 (a) ，27 (a) ， 18/ 
11 (a) ，28 (a) ，29 (a) ，30 (a) ，31/1 (a) ，31/2 (a) ，32 (a) ，18/7 (a) ，18/8 (a) ，33 (a) ，34，35 (録) Ii'文
書.nvm、三三一頁以下)、④「皇盟孟四(七一六)年罵本『論語』豊氏注『薙也.n Ii'述而』
『泰伯.n Ii'子宰.n Ii'郷薫』残巻J (64TAM27:18/1--18/6，18/9{a)，18/10{a) (録) Ii'文書』
vm、三四八頁以下)、⑤「昼寝本『論語』豊氏注『薙也.n Ii'述而』残巻J (64TAM27:36{b) ，37 
(b) ，38 (b) ，39 (b) (録) Ii'文書』四、三五九頁以下)、⑥「昼寝本『論語』鄭昆注『薙也』残
巻J (64TAM27:21，22 (録) Ii'文書』四、三六五頁以下)、および⑦「古馬本『論語』墾注会






(20) r皇量豊四(七一0)年上孟童抄『十二月新三量調』及諸五言詩J (67TAM363:8-2 (a) 
〈録) Ii'文書.nvr、五四九頁以下) この文書については、郭沫若「ト天寿《論語》抄本後的
詩調雑録J (Ii'新彊考古』、金谷、前掲『唐抄本鄭氏注論語集成』、所収)、参照。
(21) Miche1 Soymi ed.， "Cata1ogue des Manuscrits chinois de Touen-houang，Vo1.ill {NOS3001 
-3500) "，PARIS 1983.，p.143. 
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